
 

 

 松ヶ崎林山アカマツ林再生プロジェクト実施（ご報告） 令和６年３月 
 
                      公益財団法人松ヶ崎立正会 
 
  ＜プロジェクトの目的，背景事情、内容＞ 
  ・京都のお盆の風物詩京都五山送り火（８月１６日夜半）のひとつ、松ヶ崎妙

法送り火を、次世代にわたって保存継承していくため、 
   アカマツ林再生により、送り火点火のアカマツ割り木を当立正会自ら確保し

ていくプロジェクトを令和５年度事業として実施しました。 
  ・宝が池公園内に位置する松ヶ崎の山は１９８０年頃からの松枯れにより、ア

カマツは絶滅に近い植生となっており、多数のシイやカシが大木化・倒木・
枯死化し、森林の日照を阻害している状況下にあります。 

  ・そこで、妙の字山（松ヶ崎西山）と法の字山（松ヶ崎東山）との間に連坦し
ている森林の一部、松ヶ崎林山（はやしやま、当立正会所有、１３千㎡）の
山頂部４００㎡と山麓部６００㎡にそれぞれ１５０本のアカマツ苗木を植え
付けることにより、アカマツ林を再生していくものです。 

    
  ＜森林文化を守り育てる支援事業の採択と作業ご支援＞ 
  ・京都府の令和５年度京の森林文化を守り育てる支援事業の一つとして、伝統

行事の資源確保に関わる補助金１００万円の申請が８月に採択されました。
以降、日照確保のための大木伐採、地拵え及び防鹿柵設置の準備作業を進め、
最終作業のアカマツ苗木の植え付けを会員、地元関係団体の有志の皆様に参
加いただき、先般３月２日（土）に完了することができました。 

 
  ＜財源ご支援＞ 
   事業費総額約１５０万円のうち補助金を除く自己負担金については、京都洛

北ロータリークラブからのご援助金の他、 法の字プロジェクト＜防鹿柵設
置＞のクラウドファンデイング READYFOR 及び直接寄付（令和３年度）の
余剰積立金の一部を取り崩して充てさせていただき、事業を完遂する事がで
きました。 

 
  ＜むすび＞ 
   コロナ禍からインバウンドの復活・増加の局面に移りつつありますが、当立

正会は、伝統行事の松ヶ崎妙法送り火と題目踊・さし踊（京都市登録無形民



 

 

俗文化財）の保存継承に鋭意努めて参りますので、今後ともご理解とご協力、
ご支援の程宜しくお願い致します。 

 

アカマツ林再生プロジェクト実施場所 
松ヶ崎林山(当会所有地内) 

＊山頂側(黄色枠内) 

＊麓側(赤枠内) 

 

作業前写真(山頂側)            作業前写真(麓側) 

 

 

 

 

作業完了写真(山頂側)         作業完了写真(麓側) 

 

 

 

 

 

麓側でのアカマツ苗植林作業を行って頂いた関係者有志の現場での写真 

 

 

 

 


